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研究要旨 
多様なニーズに対応する地域完結型情報提供・相談支援システムの確立を目指
し、地域の情報提供・相談支援体制を検証して、これを補強しうる人材養成を促
進し、地域ニーズの抽出に基づく相談支援・情報提供体制の在り方、必要な人材
の育成とその介入モデル、療養を含めた地域情報づくりモデルを提案することを
目的とし、2年目となる平成30年度も引き続いて、①地域ニーズに基づく情報提
供体制の在り方研究と、②支援体制活性化人材の養成並びにその介入モデルの確
立研究を並行した。①では、１都5県を対象に平成29年度に行った「がん患者さ
んとご家族向け支援の実態調査」のアンケート回答をまとめ、a) 拠点病院のみな
らず、一般病院/診療所などの診療施設や薬局、介護療養支援施設、市町村窓口/
保健所/公共図書館、患者会・患者支援団体等、各々で相談ニーズがあり、b) 施
設属性により相談内容に差がみられ、また、c)相談件数によっても、相談内容に
相違があること、を明らかとした。また、その結果から、相談対応マニュアル作
成や介入モデルの構築に際し、相談ニーズに地域差があるのか、各地域の施設属
性や分布、相談件数の差がこれを生んでいるのか、作業仮設を明確にする必要性
が生じたため、全国規模のアンケート調査実施に変え、平成29年度アンケート回
答施設に対するインタビュー調査を1都5県で2019年1～3月に実施した。②では、
日本癌治療学会のがん医療ネットワークナビゲーター制度を対象に、その普及・
展開を支援した。結果、シニアナビゲーター55名、ナビゲーター160名を資格認
定、資格取得予備軍となるe-LEARNING受講者も620名まで増加した(H31.2.1
3)。また、認定がん医療ネットワークナビゲーターについてのアンケート調査を
実施し、資格取得者が効率的に機能できる体制の構築が課題であることを明らか
にした。 

 
 
研究分担者 
 片渕 秀隆（熊本大学大学院生命科学

研究部/産科婦人科学分野・教授） 
 相羽 惠介(東京慈恵会医科大学医学部

/内科学講座（腫瘍・血液内科）・客員教
授) 

 調  憲（群馬大学大学院医学系研究
科/総合外科学講座肝胆膵外科分野・教
授） 

 藤 也寸志（国立病院機構九州がんセ
ンター/消化器外科/院長） 

研究協力者 
 佐々木治一郎(北里大学医学部附属新世

紀医療開発センター横断的医療領域開
発部門臨床腫瘍学・教授) 

 加藤 雅志（国立がん研究センターが
ん対策情報センターがん医療支援研究
部・部長） 

 吉田  稔（熊本赤十字病院血液腫瘍
内科・部長） 

 境  健爾（済生会熊本病院腫瘍・糖尿
病センター・部長） 

 浅尾 高行（群馬大学未来先端研究機
構ビックデータ統合解析センター・教
授） 

 竹山 由子（国立病院機構九州がんセ
ンター看護部 がん相談支援センター） 

 矢野篤次郎（国立病院機構 別府医療セ
ンター・がん治療センター長） 

 
Ａ．研究目的 
生活圏で異なる多様なニーズに対応し、求
められるものへと正確につなぐ地域完結型
情報提供・相談支援システムの確立を目指
し、地域の情報提供・相談支援体制とこれを
補強する人材養成プログラムを検証・支援
し、地域ニーズの抽出に基づく相談支援・情
報提供体制の在り方、これを効率化する人
材の育成と介入モデル、療養を含めた地域
情報づくりモデル等を提案する。 



 

2 
 

Ｂ．研究方法 
【全体計画】 
本研究では、Work Package (A). 地域ニー
ズに基づく情報提供体制の在り方研究と、
Work Package (B). 支援体制活性化人材の
養成並びにその介入モデルの確立研究を並
行し、下記のロードマップに従い、ともに 3
年間で①各地方の支援体制の実態把握・実
効性検証、②ニーズの抽出、③対応モデル・
マニュアルの提案の 3 ステップを消化し、
総括に結ぶ。 
１）ロードマップ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Work Package (A)  
初年度には、がん医療ネットワークナビゲ
ーター養成プロジェクト（H26-がん政策-一
般-007）でモデル事業を展開した人口構成、
地理的、文化的背景、がん 5 年生存率の異
なる福岡、熊本、群馬の 3 県とその近隣地
域を対象に、がん診療連携拠点病院相談支
援センター/地域統括相談支援センター/医
療・ケアネットワーク等を対象とした数値
統計や患者、患者家族、がん医療・在宅・介
護福祉関係者、相談員、ピアサポーター、が
ん教育関係者に対するアンケート，面談等
によって各地域の情報提供・相談支援の実
効性を検証する。平成 30 年度には、地域に
おけるがん対策の推進と患者支援に資する
介入モデルの作成に関する研究（H22-がん
臨床-一般-007）のノウハウを活かし、比較
解析によりその地域差と各地域の特色ある
ニーズを明らかにし、最終年度には、全国で
参照可能な情報提供・相談支援の有効性向
上モデル、都道府県・市区町村向け地域情報
づくりモデル、がん医療・在宅・介護福祉関
係者、相談員向け情報提供ツール・マニュア
ルの提案を行う。 
Work Package (B) 
3 年間継続して、日本癌治療学会、がんサポ
ーティブケア学会、緩和医療学会などの情
報提供・相談支援体制活性化人材の養成活
動を調査して連携を図り、がん医療ネット
ワークナビゲーター制度を中心にその人材
養成活動を支援し、平成 29・30 年度の 2 年
間をかけて、ピアサポーター養成事業も含
め、それらプログラムの開始前後の相談者

数、地域医療・ケアの利用者数の変動解析等
からそれら人材養成事業の効果を検証し、
最終年度には、Work Pachage (A) との統合
解析を経て、情報提供・相談を求める患者・
家族を効率よく専門的施設に集約する協力
人材の養成プログラムの展開と有効なその
介入モデルの提案に至る。 
 
研究実施体制 
 
研究代表者(西山)：事業の計画立案と統合解

析・研究総括 
Work Package (A)  
地域ニーズに基づく情報提供体制の在り
方研究 
① 実効性検証研究：片渕，藤，渡邊（研

究分担者），佐々木治一郎（研究協力
者） 

② 地域ニーズの検討：調（研究分担者），
境 健爾，浅尾高行，矢野篤次郎（研
究協力者） 

③ 対応モデル・マニュアルの提案：渡邊，
藤（研究分担者），竹山由子，矢野篤次
郎（研究協力者） 

Work Package (B)  
支援体制活性化人材の養成並びにその介
入モデルの確立研究 
① 人材養成支援：相羽（研究分担者）、

佐々木治一郎，加藤雅志（研究協力者） 
②地域ニーズの検討：相羽（研究分担者）、

吉田 稔，浅尾高行，矢野篤次郎（研
究協力者） 

③ 介入モデル・地域情報づくりマニュア
ルの提案：片渕，渡邊（研究分担者）、
竹山由子，矢野篤次郎（研究協力者） 

 
【平成 29 年度研究計画】 
 
Work Package (A)：地域の情報提供・相談
支援の実効性検証 
① がん診療拠点病院の意識調査(2016 年 6

月) 等の客観情報や、がん医療ネットワ
ークナビゲーターによるがん医療情報提
供強化プロジェクト（H26-がん政策-一
般-007）を先行展開した熊本県、福岡県、
群馬県での関係者からの意見収集により、
現状の情報提供・相談支援体制の課題、
地域ニーズを整理する。 

② 上記 3 県に加え、東京、神奈川の一部と
大分県を対象に、相談対応・情報提供・
連携施設計 1,991 施設（がん診療連携・
拠点病院、地域統括相談支援センター、
病院/診療所、保険薬局、地域包括支援セ
ンター、訪問看護事業所、市区町村窓口、
保健所、患者会・患者団体など）を抽出、
アンケートによる「がん患者さんとご家
族向け支援の実態調査」を実施する。回
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収率を高めるため締切を 12 月末として
調査票を再送し、年度内にデータを集計
して調査を完了する。 

Work Package (B)：情報提供・相談支援の
活性化人材の養成支援 
① 情報提供・相談支援体制の活性化に資す

る人材の養成に関し、がん診療連携拠点
病院・がん診療連携病院を対象とした事
業を除き、全国規模で組織的・継続的に
これを実施、検証している認定事業を調
査する。 

② 日本癌治療学会と連携し、がん医療ネッ
トワークナビゲーター制度の実施を支援
し、全国展開を加速して、人材養成を促
進する。 

③ がん医療ネットワークナビゲーターの有
効性検証のため、資格取得者に実態調査
をアンケートにて行う。 
 

【平成 30 年度研究計画】 
 
Work Package (A)：地域の情報提供・相談
支援の実効性検証 
① 情報提供・相談支援に関する地域差と

各地域の特色あるニーズを整理する。 
➀-1. 平成 29 年度アンケート調査「がん
患者さんとご家族向け支援の実態調査」
を解析し、まとめる。 

➀-2. ➀-1 の結果に基づき、その内容を
確認、深掘りして１都５県のアンケート
回答施設を対象に、がん医療ネットワー
クナビゲーター（シニア及びナビゲータ
ー）によるインタビュー調査（地域ニー
ズ調査）を実施する。 

Work Package (B) 
① 情報提供・相談支援体制の活性化に資

する人材の養成に関し、がん診療連携
拠点病院・がん診療連携病院を対象と
した事業を除き、全国規模で組織的・継
続的にこれを実施、検証している認定
事業を再調査する。 

② 日本癌治療学会と連携し、がん医療ネ
ットワークナビゲーター制度の実施を
支援し、全国展開を加速して、人材養成
を促進する。 

②-1. シニアナビゲーターをモデレーター
としたコミュニケーションセミナーを実
施、地域でのセミナー開催を促進する。 

②-2. 都道府県ごとに 2施設以上計 100 施
設の実地見学施設（認定施設）を認定す
る。 

②-3. プレスリリース等により、同制度に
ついてさらなる広報を展開する。 

②-4. 資格取得者の総計で、シニアナビゲ
ーター40 名、ナビゲーター300 名を目標
に、養成と認定を行う。 

②-5. がん医療ネットワークナビゲーター

の有効性検証のため、資格取得者により
実態調査を行う。 

③ がん医療ネットワークナビゲーターの
有効性検証のため、がん診療拠点病院
等地域がん医療情報ネットワーク関連
施設を対象とした情報提供・相談支援
の変化調査を行う（平成 31 年 3 月まで
に）。 

③-1.調査指標を確定する。 
③-2.調査票を配布・回収する。 
③-3.調査票の分析を完了する。 

 
④ 実態調査、変化調査の統合解析を行い、

がん医療ネットワークナビゲーターの
有効性を評価・検証する（平成 31 年 3
月までに）。 

 
（倫理面への配慮） 
 
本研究は、現有課題の解決を目指した新

たな医療情報の提供・相談支援体制モデル、
これに必要な人材養成とその介入プランに
ついて提案を目的とした研究で介入試験を
伴わない。ただし、モデル事業における評価
は疫学研究の対象になるとも考えられ、「人
を対象とする医学系研究に関する倫理指針」
を遵守してこれを行う。 
必要に応じ、研究対象者に対する個人情報
の管理、人権擁護上の配慮、不利益・危険性
の排除や説明と同意（インフォームド・コン
セント）への対応を含めた研究計画につい
て、すべての研究参加予定施設で、全施設の
関連倫理審査委員会に申請して審査を受け
る予定である。個人情報は匿名化するが、臨
床情報との連結が必要な場合も想定される
ことから、その際には、個人情報管理者を各
施設に置いて連結表を管理する。得られた
データは、連結可能匿名化により新たに分
類され、個人情報管理者がパスワードによ
るログイン機能を付加した特定のコンピュ
ター内でのみ保存する。照合は個人情報管
理者のみが行う。また、研究参加施設のプラ
イバシー保護ポリシーとその管理体制に従
い、プライバシー保護管理責任者およびプ
ライバシー保護担当者を定めるなど、個人
情報の利用にあたっては情報流出のリスク
を最小化すべく各種安全管理対策を講じる。
臨床試験でないためにモニタリング・監査
に関する特別な体制は構築しないが、研究
代表者分担者は、研究の適正性及び信頼性
を確保するために必要な情報を収集し、検
討するとともに、研究参加機関の長に対し
てこれを報告し、その依頼を受けた倫理審
査委員会の審査を受け、研究参加機関の長
の指示・決定に従って研究を実施する。 
検証のための評価指標は、研究の進展とと
もに追加あるいは削除する可能性があり、
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確定時点で、計画書、説明文書、同意文書、
同意取り消し文書の作成を開始し、その完
成後に各施設の審査申請書を作成する。 
 
Ｃ．研究結果 
 
Work Package (A) 地域ニーズに基づく情
報提供体制の在り方研究 
平成 29年度のアンケート調査にて、a) 拠

点病院のみならず、一般病院/診療所などの
診療施設や薬局、介護療養支援施設、市町村
窓口/保健所/公共図書館、患者会・患者支援
団体等、各々で相談ニーズがあり、b) 施設
属性により相談内容に差がみられ、また、c)
相談件数によっても、相談内容に相違があ
ること、が明らかとなった（資料１平成 29
年度追加成果：平成 30 年 4 月追加、平成 30
年 10 月学会発表）。相談ニーズに関し、地
域差がみられたが、相談対応マニュアル作
成や介入モデルの構築時の作業仮設を明確
にするため、その差が地域特性によるもの
か、施設属性や各地域のその分布差、相談件
数の差によるものか、を明らかにする必要
が生じたため（資料 2）、全国規模のアンケ
ート調査実施に変え、平成 29 年度アンケー
ト回答施設に対するインタビュー調査を 5
県で実施した（2019 年 1～3 月）（資料３，
４）。 
この調査は、地域の相談ニーズの収集活

動の一環としてがん医療ネットワークナビ
ゲーター（シニア及びナビゲーター）がイン
タビュアーとして参画する形式で行われ、
その有効性を検証するために参画ナビゲー
ターへのアンケート調査も行った（資料５）。  
詳細は次年度の解析を待たねばならない

が、聞き取り調査では、1) 医療機関におけ
る積極的医療相以降の医療とケアの継続性
に問題点が多く、2) 医療、介護、生活支援
に関する相談支援体制も連携に乏しく、担
当者間での情報共有が十分でないことなど
が示され、各病相でのニーズに十分対応で
きていない実情がうかがわれた。 
 
Work Package (B) 地域ニーズに基づく
情報提供体制の在り方研究 
(1) 情報提供・相談支援体制の活性化に資

する人材の養成制度調査 
ピアサポーター養成事業, 就労支援研

修事業, 学会等その他の認定制度等、を中
心に、該当すると思われる実施組織、期間、
施設ならびに有識者への問い合わせを継
続したが、全国規模で組織的・継続的・系
統的にこれを実施し、有効性の検証に至っ
た認定事業は見いだせず、調査を終了した。  
しかしながら、現在、厚生労働省委託事

業 「がん総合相談に携わる者に対する研
修事業」（日本サイコオンコロジー学会）、

「両立支援コーディネーター」の研修を受
講した相談支援員を対象とした厚生労働
省「がん患者の仕事と治療の両立支援モデ
ル事業公募要項がん患者等に対する就職
支援事業」等が進行中で、その結果を注視
し、関係組織との連携を図っていくことと
した。 

 
(2) 日本癌治療学会との連携による、がん

医療ネットワークナビゲーター養成
支援 

日本癌治療学会と連携し、相談支援活性
化人材としてがん医療ネットワークナビ
ゲーターの養成を支援した。シニアナビゲ
ーターもモデレーターとして参画するコ
ミュニケーションセミナーを全国へと展
開、福岡（4 月）、大宮（7 月）、横浜（10
月）、岡山（平成 31 年 3 月）で開催（資料
６）、実地見学施設も、35 都道府県 80 施
設に増加させるなどして（資料７）、シニ
アナビゲーター55名、ナビゲーター160名
が資格認定された。また、資格取得予備軍
となる e-LEARNING 受講者も 628 名ま
で増加した(H31.2.13)（資料８）。 
さらに、同制度について広報を推進し、

2018 年 6 月 5 日 NHK クローズアップ現
代「“最先端”がん治療トラブル」
（https://www.nhk.or.jp/gendai/archives
/201806/）にて米国の「キャンサー・ナビ
ゲーション」制度、本邦の試みとして、が
ん相談支援センター、がん診療拠点病院の
「緩和ケアチーム」とともに、日本癌治療
学会などが「認定がん医療ネットワークナ
ビゲーター」などの取り組みもスタートし
ているとして紹介された（資料９）。また、
行政等へも働きかけ、北海道がんセンター
では、「認定がん医療ネットワークナビゲ
ーター」の育成事業が開始された。神奈川
県議会では、同県知事により、日本癌治療
学会と連携して、相談支援センターでの相
談につなげる役割を担う「認定がん医療ネ
ットワークナビゲーター」を活用するなど、
相談支援の充実を図る方針が示され、三重
県津市では同市役所で月 1 回程度ナビゲ
ーターが患者相談支援を受けられる体制
がとられることとなった（資料１０）。 

 
(3) がん医療ネットワークナビゲーターの

有効性検証 
 認定がん医療ネットワークナビゲーター

へのアンケート調査 
初年度のシニアナビゲーターへのアンケ

ート調査に引き続き、がん医療ネットワー
クナビゲーター（ジュニア）の資格を取得し
た 64 名を対象に、有効性検証のためのアン
ケートによる実態調査を行った。資格取得
後短期間であったにもかかわらず、すでに
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地域ニーズの収集や適切な相談施設への紹
介などの活動を開始しており、概して対応
件数は少ないものの、すでに月 20 件以上対
応しているナビゲーターも 2 名存在した。
一方で、課題として、がん診療連携拠点病院
の相談支援センターとの連携や継続的な知
識習得等の課題も示された（添付資料１１）。 
 聞き取り調査参加ナビゲーターへのアン

ケート調査 
本アンケート結果は次年度の解析となる

が、いまだナビゲーター制度の認知度が低
く、活動の場やその内容に大きな制限があ
り、地域で活発に相談支援活動を展開する
には、行政や学会、医療施設をはじめ、関連
する諸機関・施設の理解と支援が不可欠で
あるとの回答が多くよせられた（添付資料
１３）。 
 
Ｄ．考察 
 がんに関する適切な情報提供は、今なお
国民の強い要望である。一定の成果は認め
られるものの、依然、相談支援センターの低
い認知度・利用率、施設・地域間格差、多様
化する相談ニーズ、などの課題が指摘され
ている。人口構成や地理的、文化的背景が異
なる地域では当然ニーズも、有効な対応体
制も異なるものと考えられ、また、限りある
医療資源のなか、その広報にも限界があり、
地域に根差してこれへとつなぎ、広める支
援人材と地域の情報づくりの効果的モデル
やマニュアルの提案は必須と思われる。 
 昨年度に行った「がん患者さんとご家族
向け支援の実態調査」と、その解析結果を確
認、深掘りした本年度の聞き取り（インタビ
ュー）調査で、ほぼ、a) 拠点病院のみなら
ず、一般病院/診療所などの診療施設や薬局、
介護療養支援施設、市町村窓口/保健所/公共
図書館、患者会・患者支援団体等、各々で相
談ニーズがあり、b) 施設属性により相談内
容に差がみられ、また、c)相談件数によって
も、相談内容に相違があること、が明らかと
なった。実施した調査はいずれも探索的な
もので、その精度・信頼度には限界はあるも
のの、情報提供・相談支援へのニーズに生活
圏による特徴が認められたのは、回答して
いただいた施設の属性に大きく影響されて
いる可能性があるものと考えられる。当然
がん診療連携拠点病院やその他の大規模医
療機関、介護施設、在宅・居宅医療施設等の
数や分布はことなり、これをもって地域特
性ということもできるが、真に効果的な相
談支援体制を構築するには、施設属性ごと
のマニュアル作成が極めて大きな意味を持
つものと考えられる。 
また、現状において、がんはそのすべてを

確実に治癒へと導ける疾患ではない。積極
的医療相の場合だけが相談支援の対象では

なく、社会復帰後も、また、介護や在宅医療
に移行した場合も、さらにはホスピスに入
所した場合でも、いかなる相であっても相
談ニーズはあり、適切な情報提供が求めら
れる。いうまでもなく、その内容は、病態や
生活環境で大きく異なる。しかしながら、今
年度の調査では、医療機関、介護施設、在宅・
居宅施設等、医療とケアの一貫した連携体
制が十分に機能せず、情報共有も不十分で、
相談支援業務に大きな支障をきたしている
ことも示唆された。さらには、介護関係者は
医療上の知識が十分ではなく、医療関係者
は介護の知識に乏しく、研修会も別々で、コ
ミュニケーションをとることも、互いの受
入体制にも支障が生じていることも指摘さ
れている。市町村、県レベルでの情報交換や
研修の場が希求されている。医療、生活支援、
介護が板になってこその、がんの医療とケ
アである。この状況に目を向けた行政への
提言も不可避であろう。 
相談内容の多様化は、施設間、地域間格差

を生み、また負担の増大による広報の不足
から、その認知度の低下を招いている。急速
な情報提供・相談支援体制の整備とともに、
相談支援センターや国立がん研究センター
のがん情報サービスは質、量ともに大きく
進歩しているものの、そこにたどり着くこ
とのできない情報難民は今なお少なくない。
地域に根差してこれへとつなぎ、広める支
援人材の養成は必須であり、様々な試みが
行われてきたが、全国規模で組織的・継続的
にこれを実施、検証している制度は見いだ
せず、その点において、日本癌治療学会の認
定ナビゲーターの養成事業は支援する価値
あるものと考えられる。 
患者の病態、時相に応じた複雑で多様な

ニーズに対し、地域の経験や創意を取り入
れ、多様な主体が役割分担の下に参加する
地域完結型の情報提供、相談支援とそれに
必要な人材育成体制の確立は、①がん対策
推進基本計画の分野別施策と個別目標であ
る「地域の医療・介護サービス提供体制の構
築」、「がんに関する相談支援と情報提供」の
実現に直接的に反映しうるものといえ、ひ
いては、同計画の全体目標である「全てのが
ん患者とその家族の苦痛の軽減と療養生活
の質の維持向上」、「がんになっても安心し
て暮らせる社会の構築」の実現に大きく寄
与するものと考えられる。また、②これに有
効な人材の養成は、学会の認定資格制度等
として継続して展開、多職種・多領域専門家
による教育の質の向上を促すものとなる。
さらに、③こうした人材による地域におけ
る広報活動は、地域の「がん教育」や「がん
患者就労支援」にもつながり、職種を問わな
い人材養成により、経験を活かせる新たな
雇用機会の創生、ワーキングシェアの概念
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普及、導入機会の増加の可能性をも生むと
考えらえる。 
 地域におけるがん対策の推進と患者支援
に資する介入モデルの作成に関する研究
（H22-がん臨床-一般-007）のノウハウを活
かし、比較解析によりその地域差と各地域
の特色あるニーズを明らかにし、全国で参
照可能な情報提供・相談支援の有効性向上
モデル、都道府県・市区町村向け地域情報づ
くりモデル、がん医療・在宅・介護福祉関係
者、相談員向け情報提供ツール・マニュアル
の提案を行う最終年度の研究へとつないで
いく。 
 
Ｅ．結論 
平成 30 年度は、１都 5 県を対象に平成 29

年度に行った「がん患者さんとご家族向け
支援の実態調査」のアンケート回答をまと
め、その結果から、全国規模のアンケート調
査実施に変え、平成 29 年度アンケート回答
施設に対するインタビュー調査を 2019年 1
～3 月に 5 県で実施した。詳細は次年度での
解析を待たねばならないが、アンケート調
査で示唆された結果、すなわち a) 拠点病院
のみならず、一般病院/診療所などの診療施
設や薬局、介護療養支援施設、市町村窓口/
保健所/公共図書館、患者会・患者支援団体
等、各々で相談ニーズがあり、b) 施設属性
により相談内容に差がみられ、また、c)相談
件数によっても、相談内容に相違があるこ
と、がほぼ確認され、新たに、1) 医療機関
における積極的医療相以降の医療とケアの
継続性に課題が存在し、2)相談支援体制も医
療、介護、生活支援に関する連携に乏しく、
担当者間での情報共有が十分でないことな
どから、各病相でのニーズに十分対応でき
ていない実情が浮き彫りとなった。 
また、日本癌治療学会のがん医療ネット

ワークナビゲーター制度を対象に、その普
及・展開を支援し、シニアナビゲーター55 名、
ナビゲーター160 名が資格認定に至った。資
格取得予備軍となる e-LEARNING 受講者
も 620 名まで増加しており、当初の目標を
大きく上回っている。さらに、認定がん医療
ネットワークナビゲーターについてのアン
ケート調査を実施し、資格取得者が効率的
に機能する体制構築が課題であることを明
らかにした。 
これらの研究結果に基づき、次年度（最終

年度）には、病態や時相によって異なる患
者・家族の複雑で多様な相談ニーズに対し、
真に有効な地域完結型の情報提供、相談支
援とそれに必要な人材育成体制の在り方、
モデル、マニュアルを提案する。 
 
Ｆ．健康危険情報 
  なし 

G. 研究発表 
 
1.  論文発表 
 
【書籍】 
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ドライン 2018 年版, 日本婦人科腫
瘍学会編，金原出版，東京，2018 

2) Katabuchi H, Ohba T, Motohara 
T. Cell Biology of the Ovary (1st ed. 
2018): Stem Cells, Development, 
Cancer, and Clinical Aspects (Eds. H 
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総括研究報告書添付資料一覧 

 

資料１  平成 29 年度がん患者さんとご家族向け支援の実態調査（分担研究者/渡邊清高 第 56 回日

本癌治療学会学術集会発表スライドより抜粋） 

 

資料２  平成 29 年度がん患者さんとご家族向け支援の実態調査における地域ニーズ（分担研究者/渡

邊清高 平成 30 年度聞き取り調査時説明スライドより抜粋） 

 

資料３  聞き取り調査参加依頼状 

 

資料４  聞き取り調査概要 

 

資料５  聞き取り調査参加ナビゲーターへのアンケート調査 

 

資料６  がん医療ネットワークナビゲーター制度：スケジュール概要 

 

資料７  がん医療ネットワークナビゲーター制度：実地見学施設と地域指導責任者 

 

資料８  がん医療ネットワークナビゲーター制度：認定状況 

 

資料９  がん医療ネットワークナビゲーター制度：報道例 

 

資料１０ がん医療ネットワークナビゲーター制度：自治体による相談支援体制への組込み例 

 

資料１１ がん医療ネットワークナビゲーター制度の有効性検証（ナビゲーター・アンケート調査） 
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資料２ 
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資料３ 
 

平成 30 年 11 月吉日 
 
○○○○○○  
○○○○様 
 

厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
生活・療養環境による要望特性に応じたがん情報提供・相談談支援体
制の在り方：地域ニーズの検証と活性化人材の育成と普及（H２９-が
ん対策-一般―００４） 

研究代表者 
（群馬大学大学院医学系研究科・教授） 

西山正彦 
 

厚生労働科学研究インタビュー調査ご協力依頼 
 

日頃より厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業）生活・療養環境による要望特性に
応じたがん情報提供・相談談支援体制の在り方：地域ニーズの検証と活性化人材の育成と普及（H２９-
がん対策-一般―００４）の活動にご助力とご支援を賜り誠に有り難うございます。 

さて、昨年度（2017 年度）ご協力いただきました、アンケート調査ですが、対象 6 県 2004 施設のう
ち 763 件よりご回答を得ることができ、この種の調査では極めて高い回収率となりました。改めてここ
に感謝申し上げます。 

 
その解析ですが、 

① 拠点病院のみならず、一般病院/診療所などの診療施設や薬局、介護療養支援施設、市町村窓口/
保健所/公共図書館、患者会・患者支援団体等、各々で相談ニーズがあり、施設属性により、ま
た、相談件数により、相談内容に相違があること、 

② 連携ニーズ、教育研修ニーズについても施設間差がみられること、 
などの、興味深い結果が得られています。 
このことは、がんの経過中に発⽣する多様なニーズに対して、さまざまな専⾨性を有する関係者がニ

ーズに応じた情報を整理して、⽀援体制の標準化を推進する、また、施設ニーズに応じた教育研修機会
を確保することによって、がん患者・家族の方々が必要とする情報や⽀援に、よりつながりやすくなる
可能性がある、ことを示唆しており、施設属性ごと、生活・療養環境ごとに、情報ニーズを把握して情
報提供モデル（マニュアル）を作成することで、がん患者さんが、どこでも、どんな時期でも、医療・
療養・生活支援などの幅広い情報を入手し、活用していくことができるような、より効果的な仕組みを
作ることができる可能性を示していると考えることができます。 
 

つきましては、アンケート調査の結果を踏まえ、さらに具体的な対応モデルの事例を収集してマニュ
アルを作成すべく、上記アンケート調査にご協力いただいた皆さまを対象に、別紙記載の要領で、イン
タビュー調査を行うことといたしました。 
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別紙内容ご確認の上、同封のＦＡＸ返信用紙にて、ご参加いただける可能性
につき 12 月 1４日（金）までにご回答いただければ幸いです。なお、ご回答

結果をもとに、インタビュー調査の日時を調整し、正式な招聘状を送付させていただきます。 

 

なお、本調査の依頼に関しましては、地域を限定して調査を行った神奈川県を除く、５都道府県

のがん対策推進協議会（会議）、がん診療連携協議会にもお知らせしております。 

 

日常業務にお忙しい中ではございますが、本調査の趣旨をご理解いただき、なにとぞご協力賜り

ますよう、お願い申し上げます。 

 

なお、各地域における本研究の研究分担者・協力者連絡先は以下のごとくなっております。ご不

明な点ございましたら、なんなりとご連絡いただければ幸いです。 
 

① 福 岡：藤 也寸志・竹山 由子  

独立行政法人国立病院機構 九州がんセンター  

電子メール：ytoh@nk-cc.go.jp（藤）、takeyama.y@nk-cc.go.jp（竹山） 

電話：092-541-3231／FAX：092-551-4585 

② 熊 本：片渕 秀隆 

熊本大学大学院生命科学研究部 産科婦人科学 

電子メール：buchi@kumamoto-u.ac.jp 

電話：096-373-5265／FAX：096-363-5164 

③ 群 馬：西山 正彦(研究代表者) 

群馬大学大学院医学系研究科 病態腫瘍薬理学 

電子メール：m.nishiyama@gunma-u.ac.jp 

電話：027-220-7960／FAX：027-220-7963 

④ 大 分: 矢野 篤次郎 

独立行政法人国立病院機構 別府医療センター 

電子メール：yano.tokujiro.ej@mail.hosp.go.jp 

電話：0977-67-1111／FAX：0977-67-5766 

⑤ 東 京：相羽 惠介 

東京慈恵会医科大学/医療法人東光会 戸田中央総合病院 腫瘍内科 

電子メール：k_aiba@tmg.ac.jp 

電話：048-442-1111(内線 3500)／FAX：048-433-4076 

⑥ 神奈川：佐々木 治一郎 

北里大学医学部附属新世紀医療開発センター 

電子メール：saji@med.kitasato-u.ac.jp 

電話：042-778-8111／FAX：042-778-8441 
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インタビュー調査概要（調査対象施設用） 

（調査参加施設数等により一部変更が生じる可能性があります。） 

 

1．調査の目的：相談ニーズ、連携ニーズをもとに、情報提供・相談支援の対応モデル・マニュアル

の作成に向けた要素を抽出します。インタビューで得られた意見や提案を集約し、対応モデル・マニ

ュアルの素案を作成し、全国で応用可能な内容を目指すものとします。 

 

2．調査の対象 

2017 年度のアンケート調査にご協力いただいた施設のうち、本インタビュー調査にご参加の同意を

得られた、調査協力施設とします。 

 

3．調査期間 

対象者への研究の趣旨と協力の依頼は、2018 年 11 月から 12月に実施します。インタビュー調査は、

2019 年 1月から 2019 年 3 月のいずれかの土曜日か日曜日半日を予定しております。詳細は、正式な

招聘状の送付により、追ってご連絡させていただきます。 

 

4．調査方法 

 研究にご参加いただいた 1都 5県を対象に、各々、熊本大学、九州がんセンター、群馬大学、別

府医療センター、北里大学にお集まりいただき、調査を実施する予定です。 

 インタビュー調査の前に、前回アンケート調査の結果を報告させていただきます。 

 インタビューは、前回アンケート調査でいただいたご回答をもとに、主に、その内容が、患者・

家族の方々のニーズなのか、施設担当者のニーズなのか、などを確認する形式で行い、ご回答時

に加え、追加すべき事項があれば、これをお聞きいたします。 

 また、対象者の回答に応じ、調査対象施設ご担当者の感じる相談ニーズ、連携ニーズ、がん患者

さん、ご家族の生活・療養支援に必要な情報や相談対応に関する内容を追加してお伺いします。 

 インタビューは、研究者ならびに地域の認定がん医療ネットワークナビゲーターが行い、60 分

程度を予定しています。 

 インタビュー終了の際には、十分に回答できたかどうかを確認してから終了します。 

 

5．交通費・謝金  

厚生労働科学研究費の規定に応じ、銀行振り込みにてお支払いいたします。 
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返信用ＦＡＸ用紙 
調査対象施設用 

 

平成 30 年  月  日 

 

返信先 ： FAX 027-220-7963 

群馬大学大学院医学系研究科病態腫瘍薬理学講座 
〒371-8511 群馬県前橋市昭和町 3-39-22 

TEL：027-220-7960 
西山 正彦 行 

 
 
ご施設・部署名：                               
ご担当者氏名：                                
ご連絡先：〒                                  
e-mail：                        TEL：                    
 

 
ご回答 

 
Ⅰ.インタビュー調査 

 
 
１． ご参加の可否 
 
☐ 可   ☐  不可  ☐ その他（                  ） 
 
２． 調査会場  
 
☐ 福岡  ☐ 熊本  □ 群馬  □ 大分  □ 東京  □ 神奈川 
 
Ⅱ．参加可能日程（ご参加可能な日に丸をお付けください。） 
  

1 月 2 月 3 月 
5 日

（土） 
 2 日

（土） 
 2 日

（土） 
 

6 日
（日） 

 3 日
（日） 

 3 日
（日） 

 

12 日
（土） 

 9 日
（土） 

 9 日
（土） 

 

13 日
（日） 

 10 日
（日） 

 10 日
（日） 

 

19 日
（土） 

 16 日
（土） 

 16 日
（土） 

 

20 日
（日） 

 17 日
（日） 

 17 日
（日） 
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26 日
（土） 

 23 日
（土） 

 23 日
（土） 

 

27 日
（日） 

 24 日
（日） 

 24 日
（日） 

 

    30 日
（土） 

 

    31 日
（日） 
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資料４ 

 

 

 

 

 

 
 

群馬会場 
神奈川 

（相模原）会場 
福岡会場 大分会場 熊本会場 

会場 群馬大学 北里大学 九州がんセンター 別府医療センター 熊本大学 

日時 H31/ 1/19 H31/ 1/27 H31/ 2/ 9 H31/ 2/ 16 H31/ 3/ 2 

回答施設参加数 16 9 26 9 19 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー 

シニア・ナビゲーター(名) 5 4 7 3 11 

ナビゲーター（名） 6 8 9 6 5 

研究者（名） 6 4 8 5 7 

 
アンケート調査 
 
 
 
 
 
 

                     

 
(n=79)  
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資料５ 
 



 

25 
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資料６ 
 
2018 年度 日本癌治療学会がん医療ネットワークナビゲーター制度スケジュール 
2018 年 

4 月 14 日 コミュニケーションスキルセミナー in 福岡（福岡国際会議場） 

7 月 8 日 コミュニケーションスキルセミナー in 大宮（ソニックシティ） 

10 月 18 日 認定がん医療ネットワークナビゲーターによる検証ワークショップ（パシフィコ横浜） 

10 月 19 日 認定がん医療ネットワークナビゲーター地域指導責任者・実地見学施設説明会 

（パシフィコ横浜） 

10 月 20 日 コミュニケーションスキルセミナー in 横浜（パシフィコ横浜） 

10 月 20 日 認定がん医療ネットワークナビゲーターと委員による相互交流会 （パシフィコ横浜） 

2019 年 

3 月 17 日 コミュニケーションスキルセミナー in 岡山（岡山コンベンションセンター） 

 

コミュニケーションスキルセミナー プログラム 
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資料７ 
日本癌治療学会がん医療ネットワークナビゲーター制度実地見学施設 (2019.2.13 時点) 
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資料８ 
日本癌治療学会認定がん医療ネットワークナビゲーター 
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資料９ 
 
報道された認定がん医療ネットワークナビゲーター制度（例） 
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資料１０ 
地域の相談支援体制に組み込まれる認定がん医療ネットワークナビゲーター制度 

 
     

 

  

神奈川県 日本癌治療学会と連携して、相談支援センターでの相談につ

なげる役割を担う「認定がん医療ネットワークナビゲーター」を活用する

など、相談支援の充実へ 

三重県津市市役所で月に 1 回程

度ナビゲーターが患者相談支援を

受けれる体制を整備 
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資料１１ 
がん医療ネットワークナビゲーター制度有効性検証（ナビゲーター・アンケート調査） 
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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
分担研究報告書 

 

 
生活・療養環境による要望特性に応じたがん情報提供・相談支援体制の在り方： 

地域ニーズの検証と活性化人材の育成と普及に関する研究 
- がん診療連携拠点病院におけるがん情報提供・相談支援の実効性解析， 

活性化支援人材介入モデルの検討 - 
 

研究分担者 片渕 秀隆 熊本大学大学院生命科学研究部 産科婦人科学 教授 
 

研究要旨 
がん対策推進基本計画の重要施策の一つである「がんに関する相談支援と情報提
供」は、がん相談支援センターの低い認知度、施設間や地域間格差などによりい
まだ十分に機能していない。本研究では、地域の情報提供・相談支援体制を効率
化するために不可欠な人材の育成を通じて、相談支援・情報提供体制の在り方を
考え、療養を含めた地域情報づくりモデル等を提案することである。本年度は、
がん医療ネットワークナビゲーターの育成活動全体を統括するとともに、情報提
供体制に関するアンケート調査の結果を踏まえた聞き取り調査の協力と、熊本県
で既に育成を開始した活性化人材介入モデルに関する活動を継続した。特に育成
したがん医療ネットワークナビゲーター（以下、がんナビと略す）の継続した支
援の枠組みの構築を始めた。これらの活動は、分担研究項目であるがん診療連携
拠点病院におけるがん情報提供・相談支援の実効性解析、活性化支援人材モデル
の検討を行うために必須のステップである。具体的には、熊本県がん診療連携協
議会を通じ、がん診療連携拠点病院におけるがん情報提供・相談支援の実態把握
を試み、その利用率の向上への課題を明らかにした。また、熊本県における情報
提供・相談支援に関わる施設へのアンケートによる「がん患者さんとご家族向け
支援の実態調査」を実施して、情報、窓口の整備、認知、啓発、研修教育の機会
の確保などの課題を明らかにし、上記に対する聞き取り調査をがん医療ネットワ
ークナビゲータートと共に行った。熊本県での活動を促進し、シニアナビゲータ
ー計13名、ナビゲーターを4名輩出、養成制度への参加者のべ40名を得た。ま
た、上記部会相談員ワーキンググループの会議や県内で開催される講演会や研究
会等にナビゲーターの参加を促し、情報共有と顔の見える関係づくりを行った。 

 
 

Ａ．研究目的 
1) それぞれの地域で異なる多様なニーズに
対応し、その地域に存在する求められるも
のへと正確につなぐ＜地域完結型情報提
供・相談支援体制＞の確立を目指す。その前
提として必要とされる「がんの情報提供や
相談支援に関する地域のニーズや問題点」
を明らかにする。 
2) 地域の情報提供・相談支援体制とこれを
補強する人材養成プログラムとを検証し、
地域ニーズの抽出に基づく相談支援・情報
提供体制の在り方、これを効率化する人材
の育成と介入モデル、療養を含めた地域情
報づくりモデル等を提案する。 
 
Ｂ．研究方法 
1) 平成 29 年度に行ったアンケート調査の
結果を踏まえて、抽出した施設への聞き取
り調査を行う。聞き取り調査に「がんナビ」

が参加して、「がんの情報提供や相談支援に
関する地域のニーズや問題点」と「活性化人
材介入モデル」を有機的に結びつける。 
2) 二次医療圏の薬剤師を対象に「がんナビ」
により情報提供を行い、地域と職種に特徴
的な「がんの情報提供や相談支援に関する
地域のニーズや問題点」を明らかにする。 
3)「がんナビ」養成プロジェクト（H26-がん
政策-一般-007）でモデル事業の対象県であ
る熊本県において、養成のためのシステム
作り、育成した「がんナビ」の現状の調査、
活躍の場を提供できる体制、継続教育の保
障、ネットワークを構築する。を行う。 
 
（倫理面への配慮） 
本研究では介入試験は行わないが、モデル
事業における評価は疫学研究の対象になる
と考えられ、「人を対象とする医学系研究に
関する倫理指針」を遵守してこれを行う。 
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Ｃ．研究結果 
1)熊本県における病院・診療所・地域統括セ
ンター・訪問看護ステーション・居宅介護事
業所・保険著剤薬局・市町村の窓口・保健所・
公共図書館・患者会などのリストアップを
行い、熊本県 521 施設へアンケートを送付
した。その結果、191 施設から回答を得た（回
収率：36.7％）。その結果の詳細は、分担研
究者である渡邊清高医師により報告された。
アンケートに回答した施設に手挙げ方式で
詳細な聞き取り調査を行った。 
熊本県の複数の二次医療圏（人吉、芦北、熊
本・上益城）の薬剤師を対象に「がんナビ」
による「がんナビ」制度の説明を行い、アン
ケート調査にて「がんの情報提供や相談支
援に関する地域のニーズや問題点」を収集
した。 
2) 熊本県におけるがん情報提供・相談支援
に関わるがんナビの周知、育成、現状調査を
行い、活躍の場を提供できる体制、継続教育
の保障の体制の構築を継続した。 
 がんナビの周知・育成の活動として、①１
年に 4 回開催される熊本県がん診療連携協
議会幹事会相談支援情報連携部会（以下、相
談支援情報連携部会）（部会長：片渕秀隆）
の場においてがんナビの報告を毎回行った。
会議の場を通じ拠点病院、歯科医師会、薬剤
師会、看護協会、行政へ情報提供を継続的に
行った。②県医科歯科連携協議会、県がん患
者等就労支援ネットワーク会議において情
報提供を行った。③相談支援情報連携部会、
県医科歯科連携協議会、県がん患者等就労
支援ネットワーク会議、保健調剤薬局（在宅
医療研修会）が主催した医療者向け講演会、
相談支援情報連携部会、県がん患者等就労
支援ネットワーク会議が主催した市民向け
の公開講座とリレーフォーライフでがんナ
ビの情報提供を行った。 
 がんナビの現状調査として、熊本県で既
に認定された17名のがんナビと相談支援情
報連携部会の部員との情報交換の場を 2 回
開催し、実態の把握、意見交換、今後の支援
の方向性について議論した。 
 活躍の場の提供の枠組みとして、熊本県
がん専門相談員ワーキンググループと会議、
研修会の参加を勧め、顔のみえる関係の構
築と活動の場の模索を行った。継続研修を
保障する仕組みとして、メーリングリスト
を構築し、相談支援情報連携部会が開催す
る研修会のみならず、県内の医療者向けの
がんに関わる講習会やカンファレンス等を
周知し参加を促した。 
 
Ｄ．考察 
  本研究の背景には、がん対策推進基本
計画の重要施策の一つである「がんに関す
る相談支援と情報提供」が未だ十分に機能

していないことがある。現在のがん診療連
携拠点病院における「がん相談支援センタ
ー」の認知度の低さとともに、着実に増えて
来ている相談件数、相談内容の高度化、多様
なニーズに十分に対応するにはハード面、
ソフト面ともに不十分であることは既に報
告されている。「がん相談支援センター」の
活動にも限界がある。そのためには、市井に
あってがんの情報提供や相談支援への手助
けができる人材の育成が急務であり、この
点に本研究の最大の意義がある。そのため
の活動は、地域間の大きな実情の差を考慮
しながらも、全国展開をしていかなければ
ならない。前年度行われたアンケート調査
により、熊本県でもがんに関する相談支援
と情報提供」のニーズは、二次医療圏、がん
診療の時期によって異なることが明らかと
なった。がん診療の診断・治療の初期は熊
本・上益城医療圏で全県のがん患者が診療
を受けているが、がん診療の後半では、がん
患者が在住している各二次医療圏で診療が
行われているデーターがこの事実を裏付け
る。引き続き様々な立場の人材ががんナビ
の候補者となるように周知活動を継続して
いく。特に、二次医療圏で活動している保健
調剤薬局の薬剤師を対象に働きかけを強化
していくことは重要である。同時に、養成さ
れたがんナビの現状調査、「がん相談支援セ
ンター」との顔の見える関係作り、地域で活
動する場を模索の体制づくり、地域で必要
とされている情報の取得の仕組み作り、地
域での継続研修の場の提供を開始した。熊
本県では先行した活動を継続し成果を全国
に還元して行く予定である。 
 
Ｅ．結論 
本研究の目的を達するためには、まずが

んナビを全国へ展開すること、次に養成さ
れたがんナビに必要と考えられる、がん拠
点病院での認知、「がん相談支援センター」
との関係、活動の場の設定、継続研修の整備
を続けることが必要である。地道な作業で
あっても、がん対策推進基本計画の目指す
ところを達成するためには、本研究のよう
な活動は継続していく必要があると考える。 
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惠介, 佐々木 治一郎, 藤 也寸志, 竹
山 由子, 片渕 秀隆, 境 健爾, 吉田 
稔, 矢野 篤次郎, 加藤 雅志, 冨田 
尚裕, 西山 正彦．6 都県における情報
提供と相談体制がん医療ネットワー
クナビゲーターの普及に向けて．第
56 回日本癌治療学会学術集会，横浜，
2018.10.19 

 
Ｇ．知的所有権の取得状況 
 本研究に直接関連する知的財産権の出願・
取得はない。 
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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 

分担研究報告書 
 
 

生活・療養環境による要望特性に応じたがん情報提供・相談支援体制の在り方： 
地域ニーズの検証と活性化人材の育成と普及に関する研究 

- 地域がん医療情報提供・相談支援体制活性化人材としてのがん医療ネットワークナビ
ゲーターの養成、その有用性の検討 - 

 
研究分担者 相羽 惠介 東京慈恵会医科大学 腫瘍・血液内科 客員教授 

 
研究要旨 
本研究では、全国の「がん診療連携拠点病院」や「小児がん拠点病院」「地域がん診
療病院」に設置されているがん相談支援センターにおける情報提供・相談支援体制
を一層効率化し助勢する人材、すなわちがん相談員と市井をつなぐ人材である認定
がん医療ネットワークシニアナビゲーター（シニアナビ）および認定がん医療ネッ
トワークナビゲーター（ナビ）育成を実務研究の柱としている。今年度は 2019 年
3 月末日現在、シニアナビは 55 名、またシニアナビを目指して 16 名余りが現在実
地見学中ないし準備中のため、近々シニアナビ 70 名弱態勢を構築しうる状況とな
った。一方これまでにナビは 160 名を育成し得たが、この資格取得を目指して現在
483 名が e-learning を研修中である。昨年度、班員の渡邊を中心に｢がん患者さん
とご家族向け支援の実態調査｣を地域各医療関係施設対象に実施した。本活動先行
6 県におけるアンケートの回収率は 38％、763 施設に及んだが、さらなる精査目的
にて協力の得られた施設対象に対面聴き取り調査を 6 県にて実施した。聴き取り調
査は、シニアナビ、ナビが務め、研究者が補佐した。がん相談員と市井をつなぐ現
場の混乱した 本年度はシニアナビ、ナビの自立的な活動を推進すべく、以上のご
とく研究全体を通して今年度の所期目標は堅調に進捗した。シニアナビ、ナビの育
成システムは完整し、今後とも順調な人材輩出が期待されるが、今後とも活動状況
を随時検証しつつ地域医療に根ざしたシニアナビ、ナビ活動の推進を企画している。 

 
 

Ａ．研究目的 
1） 地域がん医療情報提供・相談支援体制

活性化人材としてのがん医療ネットワ
ークナビゲーターの養成。 

2） その有用性の検討。 
 
B.研究方法 
1） 日本癌治療学会と連携し、がん医療ネ

ットワークナビゲーター制度の実施を
支援し、全国展開を加速して、｢認定が
ん医療ネットワークシニアナビゲータ
ー（以降シニアナビと省略）｣および｢認
定がん医療ネットワークナビゲーター
（以降ナビと省略）｣などの人材養成を
促進する。 

2） 実施した養成人数を増加させるための
制度改革(2段階認定制度の導入)の有用
性を検討する。 

3） 都道府県指導責任者を定め、全体会議・
説明会を毎年開催する。 

4） 実地見学施設（認定施設）を順次全国へ
と拡大する。 

5） プレスリリースや日本薬剤師会への働

きかけ等により、同制度について広報
を推進する。 

6） シニアナビゲーター30 名を認定、ナビ
ゲーター養成課程参加者を 200 名まで
増加させる。 

7） がん医療ネットワークナビゲーターの
有効性検証のため、資格取得者(シニア
ナビ、ナビ)に実態調査を行う。 

 
（倫理面への配慮） 
本研究では介入試験は行わないが、モデル
事業における評価は疫学研究の対象になる
と考えられ、「人を対象とする医学系研究に
関する倫理指針」を遵守してこれを行う。 
 
Ｃ．研究結果 
1） がん医療ネットワークナビゲーター制

度の改革推進を推進するために日本癌
治療学会の｢がん診療連携・認定ネット
ワークナビゲーター委員会｣と連携・協
働し、今年度各種学会行事、医学薬学学
術雑誌、医療情報誌、各種医療パンフレ
ット、学会ホームページ等を通して本
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事業の周知と理解、支援の徹底を図っ
た。 
過去 4 年余り本事業研究を先行試行

した群馬県、福岡県、熊本県の 3 県に
加え、今年度も昨年度に引き続き円滑
な全国展開を漸次図るために本研究事
業の内容と将来計画などについての説
明会を開催した。すなわち、2018 年 10
月19日に本研究事業の都道府県地域指
導責任者及び事務管理者を対象として
説明会を開催し、｢がん診療連携・認定
ネットワークナビゲーター制度｣への
理解を求め、支援を要請した。質疑応答
を通して広くあまねく本事業研究の敷
衍を図った。 
本研究事業の核心的人材と期待され

る｢シニアナビ｣については、合計 55 名
となり、所期目標の 50 名を超えて首尾
良く計画達成となった。ナビゲーター
養成課程参加者は今や 620 名を数え、
計画予定の 300 名を超えている。加え
て、この養成課程を終了し、｢ナビ｣資格
取得に至った者は 160 名の多きを数え
た。 

2） 昨年度は、地域実情に見合ったより至
適な｢がん医療ネットワークナビゲー
ター制度｣とすべく、本制度を精査検討
した結果、2 階層の認定制度へと改革し
た。すなわち、従前｢ナビ｣と称していた
ものを、｢シニアナビ｣と｢ナビ｣の 2 階
層に分割した。｢ナビ｣の主たる業務は、
地域での正しいがん知識の普及と啓蒙
や、がん検診推進のための情報提供な
どである。一方地域における患者がん
情報などを地域中核施設たるがん拠点
病院などに報告することも双方向性の
情報伝達活動として重要である。   
｢シニアナビ｣は、｢ナビ｣の業務に加え、
がん患者と家族を拠点病院のがん相談
支援センターや適切な医療情報のリソ
ースに繋ぐこと、また地域の｢ナビ｣の
指導を行うことである。以上｢シニアナ
ビ｣、｢ナビ｣の明確な業務分担は 2017
年 11 月 1 日をもって変更された。これ
は抜本的な変更となったため、今年度
は｢ナビ｣に対するアンケート調査を行
い、この 2 階層の認定制度を慎重に精
査した。その結果、シニアナビ認定後の
ドローアップ、活動指針の作成、本委員
会との綿密な情報共有と連携、メーリ
ングリストの作成と利用などが提案さ
れ、順次整備を進めた。さらに本年度は
2018年 9月に｢ナビ｣に対する同様なア
ンケート調査を行った。 

3） 本制度の来たるべき全国展開を視野に
入れると、地域事情を勘案した都道府
県指導責任者の選出は重要である。し

かし地域ニーズや既に本研究事業類似
の活動を進めている地域もあることか
らかかる状況を勘案して、2017 年度末
には42都道府県で同責任者を決定し得
た。これら指導責任者に対して、2018
年 10 月 19 日に本研究事業の趣旨説明
の会議を開催した。こうした活動を通
して本年度は基本的に47都道府県全て
において適任者の就任要請を推進し、
賛同を得たことから監督体制は確立さ
れた。 

4） ｢がん医療ネットワークナビゲーター
制度｣は 2 層となったため、｢ナビ｣から
｢シニアナビ｣へとさらなる資格取得に
は、相談業務などの場面での実地見学
が資格要件となる。このため、実地見学
に協力が得られる施設を全国規模で網
羅する必要がある。このため、がん拠点
病院を中心に実地見学の施設として
｢シニアナビ｣候補者の受け入れを要請
した。その結果、その結果昨年度末まで
に全国 65 施設から賛同を得たが、本年
度は 80 施設と増加し、今年度もほぼ順
調な進捗と考えられる。 

5） 本研究事業を展開する上で｢ナビ｣、｢シ
ニアナビ｣の候補人材ソースを開拓す
ることも極めて重要である。かかりつ
け薬局、かかりつけ薬剤師の制度確立
を目指している日本薬剤師会との協働
は、本研究事業の推進展開にも共益性
が認められる。2017 年 10 月 18 日に日
本薬剤師会を訪問し、本事業の趣旨説
明と協力を申し入れ、快諾を得た。その
後直ちに薬剤師を本委員会メンバーと
して迎え、薬剤師・薬学関係の種々の学
術集会で本制度の啓蒙と支援を訴えた。
薬剤師でシニアの資格を有する薬剤師
シニアナビは、他のシニアナビとは異
なり、国の施策であるかかりつけ薬局、
かかりつけ薬剤師の制度など職性を考
慮すると一定の相違点が認められるこ
とから｢薬剤師シニアナビ｣の育成に注
力が必須と考えられた。従って今年度
からは薬剤師を主たる構成メンバーと
する｢薬剤師ナビ WG｣を新たに設置し、
活動を開始した。2018 年 9 月の日本薬
剤師学術大会で本活動の紹介と支援を
求め、また同時にアンケート調査を行
った。そして各地方会レベルの学術集
会においても同様の活動を行った。本
活動内容を通信冊子にて周知すべく
｢がんナビ通信｣を編纂し、季刊発行物
とした。昨秋 1 号、今冬 2 号を発行し
た。 

6） がん診療連携・認定ネットワークナビ
ゲーター委員会の拡充を行った。先行 3
県での本活動に加え、徐々にそれらの
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周辺地域、大都市レベルでのシニアナ
ビ、ナビ育成が進捗したため、活動の拡
幅に相応の委員会構成が求められた。
このため、本年度委員会は、総勢 31 名
の構成となり、より効率的、有機的な活
動が可能となった。所期計画では、今年
度末までに｢シニアナビ｣50 名を認定し、
ナビゲーター養成課程参加者を 200 名
まで増加の計画であった。本研究事業
活動の結果、前者は 55 名、ナビは 160
名となり順調な進捗を得た。実数では
ナビ有資格者は 160 名以上なので、資
格未申請者の把握と対応を検討した。
そしてナビゲーター養成課程参加者は、
予定の200名を超えて620名となった。 

7） がん医療ネットワークナビゲーターの
有効性検証のため、資格取得者に実態
調査を行った。2017 年末に、その時点
で｢シニアナビ｣有資格者31名に対して
書面アンケートを郵送した。ナビ活動
全般に関する全20項目からなる質問形
式のアンケートであった。今年度初頭
に結果分析がなされたが、地域におけ
る本活動の認知度が十分でないため、
主にシニアナビ個人の活動レベルに依
存した状況であった。これら諸問題点、
改善点などを抽出し、フィードバック
に務めた。すなわち、フェイスブックや
メールを活用して個々の活動状況を点
検、管理するシステムを構築中である。
また本年度はナビに対しても同様なア
ンケート調査を行い、現況を分析・検証
した。 

8） シニアナビ、ナビの自立的な活動を支
援、推進した。昨年度実施した本活動先
行6県における｢がん患者さんとご家族
向け支援の実態調査｣のアンケート結
果をさらに精査すべく、対面聴き取り
調査を実施した。対面調査の協力が得
られた施設の担当者対象にシニアナビ、
ナビが対面聴き取り調査を実施し、研
究者が補佐した。得られた結果に基づ
き、がん相談員と市井をつなぐ混乱し
た現場動線や相互連絡不全について現
在詳細分析中である。 

 
Ｄ．考察 
全国 437 施設のがん拠点病院のがん相談

支援センターでは、その認知度も十分では
なく、また活用も不十分なレベルである。地
域的、領域的にこうした国の推進事業が及
び難い、あるいは及ばない環境があるのは
事実である。よってそうした状況を補完す
る、あるいは効率化を推進するシステム、制
度は必要である。本研究事業では、こうした
情報提供・相談支援体制の活性化に資する
人材の養成を全国規模で組織的・継続的に

実施、展開し、検証すべく活動を推進してき
た。2018 年度は従来の 3 県での予備的研究
を全国規模へと拡大すべく可能な地域から
漸次活動を推進し、北海道、埼玉県、神奈川
県、東京都一部、大阪府、兵庫県、大分県を
加えた全国 10 地域へと拡大し得た。｢シニ
アナビ｣は今年度予定育成人数を超え、また
｢ナビ｣育成も順調である。今後は｢シニアナ
ビ｣、｢ナビ｣のアンケート結果並びに実務実
績からの改善点、向上点を慎重に点検抽出
し、フィードバックすることでより優れた
良好な人材育成の制度確立を目指したい。
各地域、地方における本制度の確立と全国
的な活動を統括推進する機構の確立は、本
研究事業の核心的システムであることから、
常に関連諸情報の収集分析と検証により、
システムとして柔軟堅実なものを構築する
方針である。 
Ｅ．結論 
本研究の至上目的は、地域がん医療情報

提供・相談支援体制活性化人材としてのが
ん医療ネットワークナビゲーター（シニア
ナビ、ナビ）の育成、活動、指導にある。 
本年度 3県から 10都道府県へと活動は延伸
し、ナビゲーター育成活動は漸次順調に推
移している。しかしシニアナビ・ナビ育成後
の活動支援や本研究班(癌治療学会担当委員
会)との相互連絡はやや不十分であり、整備
したメーリングリストを活用して密接な情
報の交換と共有に努めたい。継続的なナビ
人材のリクルート、ナビからシニアナビへ
の資格向上、ナビとシニアナビの円滑な地
域活動、それらの活動を支援し協働する行
政、拠点病院の態勢、こうした全体活動を統
括・調整・俯瞰する機構の構築が重要である。 
 
Ｆ．研究発表 
1. 論文発表 
1） 相羽惠介，片渕秀隆. 学会の学術活動と

社会的連携活動．日本婦人科腫瘍学会
雑誌，36(2):118-123, 2018  

2） Suzuki K, Kobayashi N, Ogasawara Y, 
Shimada T, Yahagi Y, Sugiyama K, 
Takahara S, Saito T, Minami J, 
Yokoyama H, Kamiyama Y, Katsube 
A, Kondo K, Yanagisawa H, Aiba K, 
Yano S. Clinical significance of 
cancer-related fatigue in multiple 
myeloma patients. Int J Hematol. 
2018 Dec;108(6):580-587. doi: 
10.1007/s12185-018-2516-1. Epub 
2018 Aug 28. 

3） Kusumoto T, Sunami E, Ota M, 
Yoshida K, Sakamoto Y, Tomita N, 
Maeda A, Mochizuki I, Okabe M, 
Kunieda K, Yamauchi J, Itabashi M, 
Kotake K, Takahashi K, Baba H, 
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Boku N, Aiba K, Ishiguro M, Morita S, 
Sugihara K. Planned Safety Analysis 
of the ACTS-CC 02 Trial: A 
Randomized Phase III Trial of S-1 
With Oxaliplatin Versus Tegafur and 
Uracil With Leucovorin as Adjuvant 
Chemotherapy for High-Risk Stage 
III Colon Cancer. Clin Colorectal 
Cancer. 2018 Jun;17(2):e153-e161. 
doi: 10.1016/j.clcc.2017.10.015. 

 
2. 学会発表   
1） 相羽 惠介，片渕 秀隆，有賀 悦子．学

校でのがん教育 横浜宣言 2016：これ
からの展開．がん教育実施体制構築へ
の経緯と課題，第 56 回日本癌治療学会
学術総会．横浜，2018. 10. 19. 

2） 渡邊 清高, 調 憲, 浅尾 高行, 相羽 惠
介, 佐々木 治一郎, 藤 也寸志, 竹山 
由子, 片渕 秀隆, 境 健爾, 吉田 稔, 
矢野 篤次郎, 加藤 雅志, 冨田 尚裕, 
西山 正彦．6 都県における情報提供と
相談体制がん医療ネットワークナビゲ
ーターの普及に向けて．第 56 回日本癌
治療学会学術集会，横浜，2018.10.19 

 
Ｇ．知的所有権の取得状況 
 本研究に直接関連する知的財産権の出願・
取得はない。 
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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
分担研究報告書 

 
 

生活・療養環境による要望特性に応じたがん情報提供・相談支援体制の在り方： 
地域ニーズの検証と活性化人材の育成と普及に関する研究 

- がん医療情報提供・相談支援に関わる地域差と地域ニーズの検討 - 
 

研究分担者 研究分担者 調  憲 群馬大学大学院医学系研究科肝胆膵外科・教授 
 

研究要旨 
本研究の目的はがん患者への情報提供・相談支援体制を効率化するために不可欠な
人材の育成を通じて、相談支援・情報提供体制の在り方を考え療養を含めた地域情
報づくりモデル等を提案することである。がん対策推進基本計画の重要施策の一つ
である「がんに関する相談支援と情報提供」においては、相談支援センターの拡充
などで進んではいるものの、地方における患者の高齢独居者の増加の問題に対応す
べき地域間格差や介護部門との連携に関する詳細な情報は存在しない。群馬県は少
子高齢化がすすんだ過疎の地域を抱えており、全国の地方都市のモデル地区として
有用と考えられる。地方においてはがん患者やその家族はがん治療に関する情報は
もちろんのこと介護や療養に関する情報提供が重要になってくるものと考えられ
る。本年度は、がん医療情報提供・相談支援に関わる地域差と地域ニーズを抽出す
るため、情報提供体制に関する平成 29 年度に実施したアンケート調査の解析、同
結果を確認・深掘りするための 5 県でのインタビュー調査の実施と支援、情報提供・
相談支援のための人材育成に関する活動を行った。また、群馬県のナビゲーターと
連絡をとり、活動の状況を調査するとともに、地域における相談ニーズの調査を支
援、「がん患者さんとご家族向け支援の実態調査」に関して群馬県の解析を行い、報
告した。これらの活動は、分担研究項目であるがん医療情報提供・相談支援に関わ
る地域差と地域ニーズの検討を行うために必要と考えられる。 

 
 
 
Ａ．研究目的 
1) 生活圏で異なる多様なニーズに対応し、

求められるものへと正確につなぐ＜地
域完結型情報提供・相談支援体制＞の
確立を目指す。その前提として必要と
される「がんの情報提供や相談支援に
関する地域のニーズや問題点」を明ら
かにする。とくに群馬県は少子高齢化
の進んだ過疎地域を抱えており、その
地域事情にそくしたがん医療に関する
情報の提供体制を構築する必要がある。 

2) 地域の情報提供・相談支援体制とこれ
を補強する人材養成プログラムとを検
証し、地域ニーズの抽出に基づく相談
支援・情報提供体制の在り方、これを効
率化する人材の育成と介入モデル、介
護・療養を含めた地域情報提供モデル
等を提案する。 

 
B. 研究方法 
1) がん医療情報提供・相談支援に関わる

群馬県においてがん診療連携（拠点）
病院を中心に、聞き取り調査等を実施
し、地域ニーズを抽出、地域差、特性
の有無とその内容を明らかにする。 

2) がん診療連携拠点病院の相談支援セン

ター/地域統括相談支援センター/医
療・ケアネットワーク等を対象として
行ったアンケート調査の解析を行い、
地域ニーズの抽出を行う。 

3) がん医療ネットワークナビゲーター
（以下、がんナビと略す）養成プロジ
ェクト（H26-がん政策-一般-007）で
モデル事業の対象県である群馬県にお
いて、養成のためのシステム作りを模
索し、さらに養成したがんナビの活躍
の場を提供できる体制を構築する。 

 
（倫理面への配慮） 
本研究では介入試験は行わないが、モデル
事業における評価は疫学研究の対象になる
と考えられ、「人を対象とする医学系研究に
関する倫理指針」を遵守してこれを行う。 
 
Ｃ．研究結果 
1) 頻回の会議やメール審議の議論に参加

し、アンケート調査の解析を終了した。
群馬県における病院・診療所・地域統括
センター・訪問看護ステーション・居宅
介護事業所・訪問看護事業所・訪問介護
事業所・保険著剤薬局・市町村の窓口・
保健所・公共図書館・患者会などのリス



 

49 
 

トアップを行い、298施設へアンケート
を送付、121 施設から回答を得た（回収
率 40.6％）。 
回答施設の属性として、群馬県では

居住介護支援事業所・ケアセンターが
36.4%と最も多く、次いでがん診療連携
拠点病院で 12.4%であった。 
居住介護支援事業所・ケアセンター

が相談支援や情報提供の実施において
ニーズを感じている項目として、ホス
ピス・緩和ケア、不安・精神的苦痛、コ
ミュニケーション、グリーフケアに関
するものが多かった。 
一方、拠点病院からは治療、検査、症

状、セカンドオピニオン、紹介、在宅、
緩和、社会保障制度、不安や精神的苦痛、
患者会情報、グリーフケアなど幅広い
ニーズがするという回答がえられた。  
がん医療情報提供・相談支援に関わ

る地域差と地域ニーズを抽出するため
群馬県において聞き取り調査を実施し、
詳細なニーズを収集した。 

2) 群馬県におけるがん情報提供・相談支
援に関わるがんナビの育成とフォロー
を行った。また、資格を取得したがんナ
ビのメンバーとメールで連絡しあえる
体制をつくった。 

3) がんナビの制度委員長としてがんナビ
の全国普及のために連絡を行った。日
本癌治療学会におけるがんナビ養成の
ための多くの会議に出席し、意見を述
べた。 

 
Ｄ．考察 
 本研究の背景には、がん対策推進基本計
画の重要施策の一つである「がんに関する
相談支援と情報提供」は、がん相談支援セン
ターの低い認知度、施設間や地域間格差な
どにより十分に機能していないとされる状
況がある。現在のがん診療連携拠点病院に
おける情報提供・相談支援に関わる人員配
置の現実は年々高まるニーズに対応するに
は不十分であり、がん拠点病院からの周知
活動にも限界がある。さらに群馬県におけ
る少子高齢化のすすんだ過疎地域ではがん
患者の高齢化や独居など、特有の問題を抱
えているものと考えられる。がん拠点病院
からの物理的な距離のみならず、独居の高
齢者や介護を要する高齢がん患者が適切な
情報を得て、適切な福祉を享受することは
容易ではない。しかしながら、そのような実
態を明らかにする調査は行われていなかっ
た。今回のアンケート調査とインタビュー
調査は、病院・診療所・地域統括センター・
訪問看護ステーション・居宅介護事業所・訪
問看護事業所・訪問介護事業所・保険著剤薬
局・市町村の窓口・保健所・公共図書館・患

者会などがん診療に関わる可能性のある施
設に幅広く行われた。 
 その結果、群馬県では居住介護支援事業
所・ケアセンターからの回答が多く、この割
合は全体や他の都道府県に比べても際立っ
て高いものであった。 
 前述のごとく、がん患者の高齢化や独居
などの問題を抱える群馬県では、居住介護
支援事業所・ケアセンターなどが、対応して
いる可能性がある。さらにその情報提供の
ニーズの解析からがん患者の看取りの時期
の支援のニーズが感じられる。 
 居住介護支援事業所・ケアセンターはが
ん患者に特化した施設ではなく、がん患者
は通常の要介護の患者の中で介護を受けて
いるもの推察される。したがって、今後がん
診療連携拠点病院をはじめとした癌治療を
行っている病院施設と居住介護支援事業
所・ケアセンターなどとの連携が十分に行
われているかを検証する必要がある。現在、
各地でアンケート結果をより詳細に聞き取
る目的で回答をいただいた施設への対面式
のインタビューが行われた。結果としてど
のような連携が求められているのかがより
明らかになることが期待される。 
適切ながんに関する情報を入手すること

を円滑に行うためには、市井にあってがん
の情報提供や相談支援への手助けができる
人材の育成が急務であり、この点に本研究
の最大の意義がある。そのための活動は、地
域間の大きな実情の差を考慮しながらも、
全国展開をしていかなければならない。 
 がんの情報を適切に提供する上で、それ
ぞれの地域に根差した活動が必要なことは
論を待たない。群馬県のアンケートやイン
タヴューによって、群馬県におけるがんの
情報がどこで求められているのか、さらに
連携を強化すべきところが明らかになって
きた。 
 また、群馬県で育成したがんナビが群馬
県で意義ある連携の活動ができるようさら
に活動をすすめる予定である。 
 
Ｅ．結論 
本研究の目的を達するためには、まずが

んナビを全国へ展開すること、そしてがん
診療連携拠点病院との密接な連携が必要で
ある。さらに今回のアンケート調査、インタ
ビュー調査によって、群馬県におけるがん
情報のニーズが明らかになってきた。地道
な作業であっても、がん対策推進基本計画
の達成のためには、本研究のような活動は
継続していく必要があると考える。 
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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
分担研究報告書 

 
 

生活・療養環境による要望特性に応じたがん情報提供・相談支援体制の在り方： 
地域ニーズの検証と活性化人材の育成と普及に関する研究 

- がん診療連携拠点病院におけるがん情報提供・相談支援の実効性解析、 
その有効性向上モデルの検討 - 

 
研究分担者  藤 也寸志   国立病院機構九州がんセンター・院長 

 
研究要旨 
「がんに関する相談支援と情報提供」の推進は重要な課題と認識されながらも、
がん相談支援センターの国民への認知は十分には進まず、またその実情は施設間
や地域間で大きく異なっている。本研究では、地域の相談支援・情報提供体制を
効率化するために不可欠な人材（がん医療ネットワークナビゲーター：がんナビ）
の育成を通じて、相談支援・情報提供体制の在り方を考え、療養を含めた地域情
報づくりのモデル等を提案することである。本年度は、昨年度施行した７都道府
県におけるアンケート調査による相談支援・情報提供体制に関する地域ニーズの
抽出に引き続いて、アンケート回答施設への聞き取り調査を行い施設別のニーズ
の深掘りを行った。また、がんナビの育成のために、その理解と協力が不可欠で
あるがん診療連携拠点病院とがん専門相談員への周知のために、都道府県がん診
療連携拠点病院連絡協議会の相談支援・情報提供部会などにおいて協力依頼を行
った。さらに、福岡県におけるがんナビ育成に関する活動を継続した。これらの
活動は、分担研究項目であるがん診療連携拠点病院におけるがん情報提供・相談
支援の実効性解析、その有効性向上モデルの検討を行うために必須のステップで
ある。 

 
 
Ａ．研究目的 
1) 医療と介護の間、また地域間で異なる

がん情報の多様なニーズに適切かつ迅
速に対応できる＜地域完結型相談支
援・情報提供体制＞の確立を目指す。そ
の前提として必要とされる「がんの相
談支援や情報提供に関する地域や施設
によって異なるニーズや問題点」を明
らかにする。 

2) 地域の情報提供・相談支援体制とこれ
を補強する人材養成プログラムとを検
証し、地域ニーズの抽出に基づく相談
支援・情報提供体制の在り方、これを効
率化する人材の育成と介入モデル、療
養を含めた地域情報づくりモデル等を
提案する。 

 
B. 研究方法 
1) 福岡県がん診療連携拠点病院が中心と

なるがん診療連携協議会等において、
聞き取り調査等を実施し、がん情報提
供・相談支援に関する課題、相談内容に
ついて整理する。 

2) 昨年度に実施したがん診療連携拠点病
院（以下、がん拠点）の相談支援センタ
ー/地域統括相談支援センター/医療・ケ
アネットワーク等を対象としたアンケ

ート調査への回答施設に依頼し、相談
支援や情報提供に関する回答内容の更
なる確認や施設での困り事などについ
て、インタビュー調査を行う。 

3) がん医療ネットワークナビゲーター
（以下、がんナビ）養成プロジェクト
（H26-がん政策-一般-007）でモデル事
業の対象県である福岡県において、養
成のためのシステム作りを模索し、さ
らに養成したがんナビの活躍の場を提
供できる体制の構築を開始した。また、
がん拠点やがん専門相談員へのがんナ
ビの周知活動を行うことで、がんナビ
育成と活動の全国への展開を進めた。 

 
（倫理面への配慮） 
本研究では介入試験は行わないが、モデ

ル事業における評価は疫学研究の対象にな
ると考えられ、「人を対象とする医学系研究
に関する倫理指針」を遵守してこれを行う。 
 
Ｃ．研究結果 
1) 福岡県がん診療連携拠点病院が中心と

なるがん診療連携協議会等において、
聞き取り調査等を実施し、がん情報提
供・相談支援に関する課題、相談内容の
特性を明らかにした。 
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2) 福岡県 521 施設へアンケートを送付し
た結果、222 施設から回答を得た（回収
率 46.8％）。回答施設へのインタビュー
調査を依頼したところ、福岡県で 27 施
設の協力が得られた。その施設は県内
の広い地域にまたがり、種別はがん拠
点・在宅医・地域ホスピス・訪問看護ス
テーション・地域包括支援センター・図
書館・患者会など広範囲に及んだ。全国
７都道府県での同様の取り組みが行わ
れ、その結果は主任研究者・分担研究者
から報告がなされる。 

3) 福岡県における保険調剤薬局や図書館
司書などを対象にがんナビの周知活動
を継続した。その結果、がんナビ取得の
第一ステップである癌治療学会の e-ラ
ーニング受講者数が 100 人以上と急激
に増加した。セカンドステップである
コミュニケーション技術研修会を年内
に 2 回福岡県で開催する予定である。
福岡県がん拠点が中心となるがん診療
連携協議会とその相談支援・情報提供
関連の部会での周知と協力依頼を昨年
に引き続き行いながら、がん専門相談
員の連絡会にがんナビも参加してもら
い両者の交流を開始した。また、癌治療
学会におけるがんナビ養成のための多
くの会議に出席し意見を述べるととも
に、都道府県がん診療連携拠点病院連
絡協議会やその中の相談支援・情報提
供部会などにおいて、その活動の意義
を 3 度にわたって説明して人材育成へ
の協力依頼を行った。 

Ｄ．考察 
福岡県での広域にわたる広範囲の医療・

介護関連施設や患者会へのインタビュー調
査の結果から考察すると、介護関連施設に
おけて、医療側からだけでは想像できなか
った「がん情報の不足」が明らかになった。
がんに関する情報をどのように収集し要介
護者達に提供するかについて困窮している
問題点が浮上し、がん相談支援センターだ
けでなく、がんナビ自体を介護福祉関係者
や国民へ周知することも必須であることが
わかった。さらに、がん相談員やがんナビの
ように受動的（アクセスを待つ）でなく、能
動的に国民にがん情報を提供するシステム
も望まれるのではないだろうか。 
現在のがん拠点における相談支援・情報

提供に関わる人員配置の現実は、年々高ま
るニーズに対応するには不十分であり、病
院経営の厳しさもあって更なる強化も望め
ない状況である。このために、市井にあって
がん専門相談員へのサポートまたは橋渡し
ができる人材（がんナビ）の育成が急務であ
り、この点に本研究の最大の意義がある。そ
のための活動は、地域間や施設種別間の実

情の大きな差を考慮しながらも、全国展開
をしていかなければならない。福岡県では
保険調剤薬局薬剤師を中心とした情報提供
を行うことで、がんナビ取得の第一ステッ
プを開始した人が爆発的に増加した。彼ら
のがんナビ認定取得をサポートする体制を
構築していく必要がある。福岡県では、全国
のモデルとなることができるような活動を
していく予定である。 
 一方で、がんナビが養成された場合には、
その活動の質を維持する仕組みが必要であ
り、それにはがん拠点のがん専門相談員と
の定期的な交流が必要不可欠である。それ
は、がんナビの相談相手の確保や実際のが
ん患者のがん相談支援センターへのアクセ
スの橋渡しにも必須の要件である。このた
めには、がん拠点側の理解を求めていくこ
とがナビ養成の全国展開には必要であるこ
とを意味している。結果で述べた全国の都
道府県がん拠点へのアクションの他に、地
域がん拠点も多く集まるがん専門相談員に
よる「九州・沖縄地域がん情報支援フォーラ
ム」においても周知・依頼活動を行った。 
 
Ｅ．結論 
本研究の目的を達するためには、まずが

んナビを全国へ展開すること、そしてがん
拠点との共同体制の確立が必要である。さ
らには、医療側だけでなく介護側へのがん
情報の提供は喫緊の課題である現状が浮き
彫りになった。 
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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 

分担研究報告書 
 
 

生活・療養環境による要望特性に応じたがん情報提供・相談支援体制の在り方： 
地域ニーズの検証と活性化人材の育成と普及に関する研究 

- 地域の医療・療養情報提供体制の検証研究、地域情報づくりモデルの提案、 
支援人材介入モデルの検討 - 

 
研究分担者  渡邊 清高 帝京大学医学部内科学講座 准教授 

 
 

研究要旨 
診療施設や介護療養支援施設、事業所、窓口、公共図書館、患者会・患者支援団体
などの特性によって、対応する支援や相談・情報提供のニーズを明らかにし、がん
患者と家族向けの支援活動の実態を把握することを目的として行ったアンケート
の回答を実施地域ごとに分析した。平成 29 年に実施し回答を得た 763 レコードを
分析、6 都県におけるさまざまな施設属性・専門性を有するがんの情報提供・相談
支援の項目に関して、課題の現状把握と連携ニーズに関する結果を分析した。拠点
病院のがん相談支援センターでは幅広い情報提供・相談ニーズを持ち、訪問看護ス
テーションや介護施設では在宅ケア、生活支援、市区町村窓口では予防・検診・健
康教育のニーズが高いなど、属性機能に応じたニーズの表明がなされていた。地域
と施設属性により連携の規模が異なり、拠点病院では広域、介護福祉施設は学区域
から市区町村単位での連携ニーズが高かった。6 都県でのニーズの差異は、地域の
医療・介護・福祉施設の設置状況を踏まえた、利用者である患者・家族のニーズお
よび施設そのものの課題意識を反映していた。がんの経過に応じて発生する多様な
ニーズに対して、さまざまな専門性を有する関係者がニーズに応じた情報を整備し、
支援体制の標準化を推進し、教育研修機会を確保することによって、がん患者と家
族が必要とする情報や支援によりつながりやすくなる可能性がある。当該地域にお
ける調査によって、多様なニーズに対して情報を整備し、支援体制の標準化につな
がると考えられた。 
 

  
A. 研究目的 
がんに関わる相談支援と情報提供は、第 3

期のがん対策推進基本計画（平成 29 年 10
月）において、さまざまな領域においてその
重要性が強調されている。 
がん診療連携拠点病院などに設置されて

いるがん相談支援センターを中心として幅
広いニーズに対応しているが、情報コンテ
ンツとして医療機関・症状・治療・費用など
の正確な情報とアクセスできる環境の整備
を進めることが示されている。一方で、がん
相談支援センターの利用率は 7.7％と未だ
低く、国民向けの認知の必要性も指摘され
ている。がん患者と家族がその経過におい
て必要となる医療・療養・在宅・連携・費用・
就労や集学などの情報をどのように整備し、
必要に応じて適時に提供していくかが課題
といえる。 
がん診療連携拠点病院など、がん医療の

基幹施設に加えて、患者のフォローアップ
やケアにおいて役割を担う診療所や訪問看
護や介護事業所、自治体の窓口、患者支援団

体などでどのような相談や情報提供ニーズ
があるかについては、明らかではない。本研
究では、診療施設や介護療養支援施設、事業
所、窓口、公共図書館、患者支援団体などの
特性および地域によるニーズの差異を明ら
かにし、がん患者と家族向けの情報提供の
推進と、支援体制の充実に向けた連携のニ
ーズを把握することを目的として調査を行
う。 
 
B. 研究方法 
1．調査目的 
一般社団法人日本癌治療学会による「が

んネットワークナビゲーター制度」が先行
している地域や地域におけるがん相談が活
発なモデル地域（群馬、東京、神奈川[相模
原市]、福岡、熊本、大分）における、がん
患者と家族向け支援の現状とニーズをもと
に、施設や地域ごとの差異を明らかにし、全
国で応用可能な支援体制や相談支援・情報
提供・連携構築に有用なモデルを提案する
ことを目的とする。 
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2．調査対象 
先行地域（群馬・東京・神奈川・福岡・熊

本・大分）における、がん患者さんとご家族
の支援（相談対応・情報提供・連携を行う施
設を抽出した。具体的には、がん診療連携拠
点病院、がん診療連携病院、地域統括相談支
援センター、病院、診療所、保険薬局、地域
包括支援センター、訪問看護事業所、ケアセ
ンター、市区町村窓口、保健所、公共図書館、
患者会・患者団体などからなる。主に相談支
援や情報提供を業務として行う専門の施
設・窓口に加え、日常業務を行うなかで、が
ん患者や家族と接して当事者向けへの相談
対応や情報提供を行っている機関を対象と
した。同一施設や住所地に 2 部署以上同様
の機能を担っている施設がある場合には、
それぞれ回答を提出いただくこととした。  
調査方法の詳細は平成29年の分担報告書

を参照されたい。 
 

3．調査概要 
がん患者と家族の支援や情報提供に関し

て、施設属性・患者家族との関わっている内
容での課題・情報提供と相談支援の実施 
体制・活動の概要・現状の課題・ニーズを感
じている項目、研修や教育制度のニーズに
ついての内容からなる。 
4．倫理的な配慮および個人情報の取り扱い 
本調査は患者を対象とせず、相談対応を行
う施設および担当者を対象とする実態調査
であるため、人を対象とする臨床研究に該
当しない。調査票において、回答者の氏名、
連絡先（勤務先住所・電話番号・FAX・電子
メールアドレス）を収集した。 
これらは回答内容の照会に必要な用途にの
み使用し、個別の施設名および個人情報は
解析では扱わず、その旨を協力依頼文に明
示した。調査への協力意向は回答の送付を
持って同意とみなした。 
 
C. 研究結果 （分担報告書添付資料） 
2017 年 10 月に協力依頼文とともに調査票
を送付、回収状況を踏まえて 11 月に未回答
施設に対して再依頼とともに調査票の送付
を行った。2017年 12月に回答を締め切り、
集計を行った。 
 
1．送付施設と回答施設（資料１） 

2,004 施設に送付を行い、763 施設から回
答を得た。回収率は 38.1％であった。 
施設の属性と回答数・回答率の内訳は、病

院（がん診療連携拠点病院）50 施設回答、
病院（一般）68 施設回答、診療所 138 施設
回答（回答率 39.9%）、地域包括支援センタ
ー48 施設回答（回答率 44.9%）、保健所 29
施設回答（回答率 67.4%）、市区町村の窓口
37 施設回答（回答率 36.3%）、訪問介護事業

所 4 施設回答（回答率 19.0%）、訪問看護事
業所 87 施設回答（回答率 36.9%）、居宅介
護支援事業所・ケアセンター136 施設回答
（回答率 56.4%）、保険薬 3 施設発送、29 施
設回答（回答率 67.4%）、市区町村の窓口 102
施設発送、37 施設回答（回答率 36.3%）、訪
問介護事業所 21 施設発送、4 施設回答（回
答率19.0%）、訪問看護事業所236施設発送、
87 施設回答（回答率 36.9%）、居宅介護支援
事業所・ケアセンター241 施設発送、136 施
設回答（回答率 56.4%）、保険薬局 248 施設
発送、103 施設回答（回答率 41.5%）、公共
図書館 43 施設発送、27 施設回答（回答率
62.8%）、患者会 53 施設発送、30 施設回答
（回答率 56.6%）、その他 330 施設発送、6
施設回答（回答率 1.8%）であった。なお、
施設属性内訳は、回答あり施設の回答内容
に応じて記載した。回答なし施設は送付情
報のままとしている。 
 
2．相談支援や情報提供の実施でニーズを感
じているもの 

763 の回答のうち、複数回答で「相談支援
や情報提供の実施でニーズを感じている」
という回答が多かったものは、在宅医療 506
件（66.3%）、ホスピス・緩和ケア 506 件
（66.3%）、医療費・生活費・社会保障制度
466 件（61.1％）、不安・精神的苦痛 464 件
（60.8%）、医療者との関係・コミュニケー
ション 452 件（59.2％）、症状・副作用・後
遺症 436 件（57.1%）、患者－家族間の関係・
コミュニケーション 416 件（54.5%）、がん
の治療 421件（55.2％）、医療機関の紹介 390
件（51.1%）、介護・看護・養育 370 件（48.5%）、
がんの検査 354 件（46.4%）、食事・服薬・
入浴・運動・外出など 343 件（45％）、セカ
ンドオピニオン 340 件（44.6%）、告知 327
件（42.9%）、受診方法・入院 322 件（42.2%）、
グリーフケア・遺族ケア 309 件（40.5%）と
続いた。最もニーズを感じているものを 1つ
選択する設問に対しては、在宅医療 14.8%、
がんの治療 9.3%、不安・精神的苦痛 8.3%、
ホスピス・緩和ケア 7.8%、医療者との関係・
コミュニケーション 7.5%、医療費・生活費・
社会保障制度 7.1%、患者－家族間のコミュ
ニケーション 5.8%、がん予防・検診 5.6%
という結果であった。 

 
施設属性ごとのニーズについては、以下

の結果であった。 
 拠点病院で感じているニーズは治療・

検査・症状・セカンドオピニオン・紹介・
在宅・緩和・社会保障制度・不安や精神
的苦痛、患者会情報、グリーフケアなど
幅広い。 

 一般病院・診療所・薬局では治療・在宅・
緩和ケアのニーズが高かった。 
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 訪問看護事業所で、症状・セカンドオピ
ニオン・在宅・緩和ケア・社会保障制度・
コミュニケーション・健康教育に加え
スタッフのストレスマネジメントのニ
ーズが高く、患者の治療、療養、ケア、
社会的支援、精神的支援などの幅広い
支援を行っている、あるいは行いうる
場である可能性を示唆している。 

 居宅介護支援事業所・ケアセンターで
はホスピス・緩和ケア、不安・精神的苦
痛、コミュニケーション、グリーフケア
に関するニーズが高く、看取りの時期
の支援ニーズの可能性がある。 

 市区町村の窓口・保健所・公共図書館で
は、医療機関の紹介や予防検診、健康教
育を含めた幅広い情報ニーズがある。 

 患者会・患者支援団体は、治療・検査・
症状・在宅、ホスピス・緩和ケア、コミ
ュニケーション・不安や精神的苦痛、患
者会情報、グリーフケアなど幅広いニ
ーズがある。 

 
3．がん診療連携活動でニーズを感じている
もの 

763 の回答のうち、複数回答で「がん診療
連携活動でニーズを感じている」と回答の
多かったものは、相談の説明・紹介 452 件
（59.2%）、受診の説明 426 件（55.8%）、地
域（市区町村）における情報交換・研修会へ
の参加 400 件（52.4%）、地域（2 次医療圏）
における情報交換・研修会への参加 285 件
（37.4%）、地域連携クリティカルパスの説
明・運用支援 279 件（36.6%）と続いた。 
最もニーズを感じているものを 1 つ選択

する設問に対しては、相談の説明・紹介
24.8%、地域（市区町村）における情報交換・
研修会への参加17.9%、受診の説明17.4%、
地域連携クリティカルパスの説明・運用支
援 11.6%、地域（2 次医療圏）における情報
交換・研修会への参加 9.9%、地域（学区域
程度）の情報交換・研修会への参加 6.9%、
都道府県における情報交換・研修会への参
加 6.8%という結果であった。 
施設属性ごとの連携ニーズについては、

以下のようにまとめられた。 
 地域における潜在的な相談支援・情報

提供のニーズを見ている可能性がある 
 全国や他地域の比較により、地域の特

性を把握できる可能性がある 
 潜在的なニーズに対応する相談支援・

情報提供の対策に結びつく 
一方で、 
 施設別に対応している役割を反映して

いる 
 調査時点で協力可能な施設・地域から

の回答であり、直接の患者・家族のニー
ズを捉えているわけではない 

 職種・地域・調査施設の属性の偏りが地
域ごとにあるため、厳密な地域比較は
難しい 

 調査で捉えられるニーズ：施設の担当
者の感じるニーズ：患者・家族のニーズ
を可視化し、特性に応じた介入ポイン
トを知るきっかけになる 

 
4．モデル地域における特性分析 
全国平均との比較で特徴的なものをまと

めた。 
 
1．群馬（資料２） 
① 情報提供・相談支援に関するニーズ 
 全国と比べて、以下の項目が低く提示

された。 
がんの検査、症状・副作用・後遺症、セ
カンドピニオン、臨床試験・先進医療、
医療機関の紹介、がん予防・検診、在宅
医療、ホスピス・緩和ケア、介護・看護・
養育、医療費・生活費・社会保障制度、
生きがい・価値観、不安・精神的苦痛、
告知、患者-家族間の関係・コミュニケ
ーション、職場の人間関係・コミュニケ
ーション、患者会・家族会（ピア情報）、
健康教育（がん教育）、気持ちの整理（ス
トレスマネジメント）、グリーフケア
（遺族ケア）、苦情・トラブル 

 全国と比べて、全般的にニーズが少な
い傾向にあった（介護事業所を主体と
した調査のためか） 

 最もニーズを感じているのは、在宅医
療、症状・後遺症・副作用 

② がん診療連携活動でニーズを感じてい
るもの 

 群馬で、全国と比較して高いと感じて
いるニーズとして特徴的なものはみら
れない 

 診療・相談に関する連携活動、市区町村
域での連携ニーズが高い 

 最も高いとするニーズとして、全国に
比べて、地域連携クリティカルパスの
説明・運用支援が挙げられていた
（17.9%、＋2.9%) 
 

2．東京（資料 3） 
回答数が 28 と比較的少なめのため、解釈

に留意が必要 
① 情報提供・相談支援に関するニーズ 
 全国と比べて、以下の項目が高く提示

された 
がんの検査、治療実績、臨床試験・先進
医療、食事・服薬・入浴・運動・外出な
ど、医療者との関係・コミュニケーショ
ン、患者-家族間の関係・コミュニケー
ション、職場の人間関係・コミュニケー
ション、健康教育（がん教育）、遺伝カ
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ウンセリング、気持ちの整理（ストレス
マネジメント）、グリーフケア（遺族ケ
ア） 

 全国と比べて、以下の項目が低く提示
された 
がんの治療、在宅医療、転院 

 全国と比べて、先進的な医療へのニー
ズが高め（相談窓口として実動の可能
性） 

 最もニーズを感じているのは、在宅医
療、介護・看護・養育、患者-家族間の
関係・コミュニケーション 

② がん診療連携活動でニーズを感じてい
るもの 

 東京で、全国と比較して高いと感じて
いるニーズとして 
地域（学区域程度）の情報交換・研修会
への参加 

 都道府県、広域における情報交換・研修
会への参加も高く、機能分化・役割分担
を反映している可能性 

 最も高いとするニーズとして、相談の
説明・紹介（28.6%、＋3.8%) 
 

3．神奈川（相模原）（資料４） 
① 情報提供・相談支援に関するニーズ 
 全国と比べて、以下の項目が低く提示

された 
がんの治療、治療実績、がん予防・検診、
在宅医療、ホスピス・緩和ケア、社会生
活（仕事・就労・学業）、医療費・生活
費・社会保障制度、補完代替療法、生き
がい・価値観、不安・精神的苦痛、告知、
医療者との関係・コミュニケーション、
患者-家族間の関係・コミュニケーショ
ン、職場の人間関係・コミュニケーショ
ン、患者会・家族会（ピア情報）、健康
教育（がん教育）、気持ちの整理（スト
レスマネジメント）、グリーフケア（遺
族ケア）、苦情・トラブル 

 全国と比べて、全般的にニーズが少な
い（介護事業所を主体とした調査のた
め？） 

 最もニーズを感じているのは、在宅医
療、がんの治療、ホスピス・緩和ケア、
医療費・生活費・社会保障制度、不安・
精神的苦痛、医療者との関係・コミュニ
ケーション 

② がん診療連携活動でニーズを感じてい
るもの 
地域（学区域程度）の情報交換・研修会
への参加 
市区町村域、2 次医療圏、都道府県域に
おける情報交換・研修会への参加ニー
ズはやや低く、機能分化・役割分担を反
映している可能性 

 最も高いとするニーズとして、相談の

説明・紹介（24.2%) 
4．福岡 （資料５） 
① 情報提供・相談支援に関するニーズ 

福岡で多いと感じているニーズは臨床
試験・先進医療、がん予防・検診、介護・
看護・養育、生きがい・価値観、患者会・
家族会（ピア情報）、健康教育（がん教
育）、グリーフケア・遺族ケア 

 特徴的な項目は、補完代替療法（17.6％、
＋3.2%）、遺伝カウンセリング（12.2%、
＋3.2％） 

 福岡で最も多いと感じているニーズは、
がんの治療、在宅医療 

 全国と比べて、症状・副作用・後遺症、
医療費・生活費・社会保障制度のニーズ
の表明は少ない 

② がん診療連携活動でニーズを感じてい
るもの 

 福岡で、全国と比較して高いと感じて
いるニーズとして特徴的なものはみら
れない 

 診療・相談に関する連携活動、市区町村
域での連携ニーズが高い 

 最も高いとするニーズとして、全国に
比べて、市区町村域での情報交換会・連
携の会への参加が挙げられていた
（22.7%、＋4.8%) 
 

5．熊本（資料６） 
① 情報提供・相談支援に関するニーズ 
 熊本で多いと感じているニーズはがん

の治療、がんの検査、症状・副作用・後
遺症、セカンドオピニオン、治療実績、
在宅医療、ホスピス・緩和ケア、医療費・
生活費・社会保障制度、不安・精神的苦
痛、告知、医療者との関係・コミュニケ
ーション、患者-家族間の関係・コミュ
ニケーション 

 特徴的な項目は、告知やコミュニケー
ション、セカンドオピニオン 

 全国と比べて、全般的にニーズが高め
であった（ニーズが高い/ニーズを把握
できている/可視化できている） 

② がん診療連携活動でニーズを感じてい
るもの 

 熊本で、全国と比較してがん診療連携
に関するニーズを高めに感じている 

 地域連携クリティカルパスの説明・運
用支援（47.1％、+9.5%)、市区町村域で
の連携ニーズが高い 

 学区域程度、2 次医療圏域、都道府県に
おける連携ニーズも高めであった 
 

6．大分（資料７） 
回答数が 51 と少ないため、解釈に留意が

必要 
① 情報提供・相談支援に関するニーズ 
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 全国と比べて、以下の項目が高く提示
された 
医療機関の紹介、がん予防・検診、食事・
服薬・入浴・運動・外出など、社会生活
（仕事・就労・学業）、医療費・生活費・
社会保障制度、生きがい・価値観、告知、
医療者との関係・コミュニケーション、
患者-家族間の関係・コミュニケーショ
ン、職場の人間関係・コミュニケーショ
ン、患者会・家族会（ピア情報）、健康
教育（がん教育）、気持ちの整理（スト
レスマネジメント）、グリーフケア（遺
族ケア）、苦情・トラブル 

 全国と比べて、以下の項目が低く提示
された 
がんの検査、臨床試験・先進医療・全国
と比べて、全般的にニーズが高め（相談
窓口として実動の可能性） 

 最もニーズを感じているのは、在宅医
療、生きがい・価値観 

② がん診療連携活動でニーズを感じてい
るもの 

 大分で、全国と比較して高いと感じて
いるニーズとして 
相談の説明・紹介、地域（2 次医療圏）
における情報交換・研修会への参加ニ
ーズ 

 市区町村、2 次医療圏、都道府県におけ
る情報交換・研修会への参加ニーズが
全体に高め 

 最も高いとするニーズとして、全国に
比べて、相談の説明・紹介、都道府県に
おける情報交換・研修会への参加が挙
げられていた 

 連携を志向する施設が多かった可能性 
 

D. 考察 
本調査は、6 都県におけるさまざまな専門

性と地域性を有する医療者・相談支援者・仲
介者を対象とし、相談員、医療介護福祉職、
市区町村窓口、図書館、保険薬局、患者団体
など多様な場において患者・家族の情報提
供や相談支援のなり手となりうる関係者に
協力を行い実施した調査である。予防や検
診、診断治療、療養や在宅、連携や介護、緩
和ケア・グリーフケアなど、がん患者や家族
がそのニーズに応じて相談や情報支援を受
ける場合に利活用する可能性のある関係者
に幅広くご協力いただいて実施した。 

763 施設から回答を得て、その施設属性は
がん診療連携拠点病院、拠点病院以外の病
院、診療所、地域包括支援センター、保健所、
市区町村の窓口、訪問介護事業所、訪問看護
事業所、居宅介護支援事業所、保険薬局、公
共図書館、患者会など多岐に渡っていた。調
査対象の属性により、相談や情報提供ニー
ズを感じている内容や連携ニーズは多様で

あった。施設属性による特徴の違いはある
ものの、大半の施設が、がん患者と家族の情
報提供と相談支援のニーズを感じており、
その実施について、情報の内容、対応する窓
口の整備、関係者への認知、対象となる患
者・家族・一般市民への啓発、研修教育の機
会の確保などさまざまな課題を実感してい
ることが明らかになった。 

 
情報提供や相談支援のニーズにおいて、

地域の特性を分析することにより、以下の
ことがわかった。 
 地域における潜在的な相談支援・情報

提供のニーズを見ている可能性がある 
 全国や他地域の比較により、地域の特

性を把握できる可能性がある 
 潜在的なニーズに対応する相談支援・

情報提供の対策に結びつく 
一方で、 
 施設別に対応している役割を反映して

いる 
 調査時点で協力可能な施設・地域から

の回答であり、直接の患者・家族のニー
ズを捉えているわけではない 

 職種・地域・調査施設の属性の偏りが地
域ごとにあるため、厳密な地域比較は
難しい 

 調査で捉えられるニーズ：施設の担当
者の感じるニーズ：患者・家族のニーズ
を可視化し、特性に応じた介入ポイン
トを知るきっかけになる 
 

また、がんの診療連携でのニーズにおい
て、地域の特性を分析することにより以下
のことが明らかになった。 
 地域における潜在的ながん診療連携の

ニーズを見ている可能性がある・全国
や他地域の比較により、地域の特性を
把握できる可能性がある 

 連携活動の現状把握と活性化に向けた
対策に結びつく 

 地域連携パスなど、ツールや顔の見え
る関係の活用状況を捉えている可能性
がある 

 市区町村・学区域など、圏域に応じたき
め細かな介入モデルの提示につながる
可能性 
 

一方で、 
 施設別に対応している役割を反映して

いる 
 調査時点で協力可能な施設・地域から

の回答であり、直接の患者・家族の連携
ニーズを捉えているわけではない 

 職種・地域・調査施設の属性の偏りが地
域ごとにあるため、厳密な地域比較は
難しい 
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 調査で捉えられるニーズ：施設の担当

者の感じるニーズ：地域の特徴あるニ
ーズを可視化するきっかけになる 
 

地域や職種、属性ごとに分析を進めるこ
とによって、患者・家族がさまざまな段階で
抱える情報・相談支援ニーズに応じた対応
策やノウハウが蓄積され、よりよい情報提
供・相談支援体制の整備につながることが
期待される。また、都道府県のがん対策推進
協議会やがん相談・情報提供部会、がん診療
連携拠点病院がん相談支援センターのがん
相談専門員、日本癌治療学会認定がん医療
ネットワークナビゲーターなど、地域にお
いてがんの相談支援や情報提供に関わる関
係者が、地域のニーズに応じた対応策を講
じたり、情報コンテンツや相談対応マニュ
アルの整備や顔の見える連携づくりなど先
進的な取り組みを取り入れたりすることで
具体的な患者・家族支援につながるモデル
を構築することが可能になると期待される。 

 
E. 結論 

6 都県におけるさまざまな専門性と地
域性を有する施設に対するアンケートを行
った。がんの情報提供・相談支援に関わる課
題の現状把握をもとに、情報提供・相談支援
ニーズと連携ニーズに関する調査を実施し
た。がんの経過に応じて発生する多様なニ
ーズに対して、さまざまな専門性を有する
関係者がニーズに応じた情報を整備し、支
援体制の標準化を推進し、教育研修機会を
確保することによって、がん患者と家族が
必要とする情報や支援によりつながりやす
くなる可能性がある。今後さらなる分析や
モデル事業の実施と検証をとおして、患者・
家族向けの情報提供や相談支援体制の充実
と均てん化に繋げることが期待される。最
後に、ご協力いただいた回答施設の関係者
の皆さまに御礼申し上げます。 
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